
2023 年 7 月 23 日 

関東学生バドミントン連盟加盟大学各位 

 

                         関東学生バドミントン連盟競技部 

 

全日本学生バドミントン選手権大会の推薦基準（関東学連）について 

 

標記の件について、以下の通りとします。 

 

 

                    記 

 

 

＜前提＞ 

 

団体戦・個人戦において、その年度に開催される東日本選手権大会に出場しなければ、

正当な理由がない限り推薦対象とはならない。 

 

 

＜推薦基準＞ 

 

【団体戦】 

関東学生バドミントン連盟における推薦枠数：男女各 3 校 

〇基準 

・東日本選手権大会における９～１６位の大学で、その年度の春季リーグ戦における順

位の高い大学から優先して決定する。 

 

※1 「春季リーグ戦における順位」とは、入れ替え戦の結果を含み、入れ替わりが生じた

場合には昇格した大学をその部の 6 位、降格した大学をその部の１位として考えるも

のとする。順位は、1 部、2 部、3 部の順に当てはめる。 

※2 春季リーグ戦の順位において優劣の差がはっきりしない場合（例：３部 A１位と３部

B１位）は、以下の順に決定する。 

①東日本選手権大会におけるベスト８決めの対戦校の成績 

例 1：A 大学の対戦校が 3 位、B 大学の対戦校がベスト８だった場合、A 大学を上位



とする。 

例２：A 大学の対戦校が 3 位、B 大学の対戦校が 3 位だった場合、②で決定する。 

②ベスト 8 決めの対戦の成績 

例３：A 大学 2-3 で敗退、B 大学 0-3 で敗退の場合、A 大学を上位とする。 

※マッチ数が同じだった場合、ゲーム数、得失点差の順に参照し、上位校を決定する。 

 

【個人戦シングルス】 

関東学生バドミントン連盟における推薦枠数：男女各 10 人 

〇基準 

・東日本学生選手権大会ベスト 32 に入らなかった選手において、以下の手順により決定

する。 

 ①「関東学生選手権大会 A ブロック、ベスト４以上の選手」から優先して決定する。 

②残りの推薦枠は「東日本学生選手権大会、33～64 位の選手」、「関東学生選手権大会 B

ブロック、優勝の選手」でインカレ決定戦を行い、決定する。 

 

〇その他 

・日本バドミントン協会の指定する選手で、遠征等の理由で出場ができない場合、日本

バドミントン協会の公式な書類が提出できる選手は推薦の対象とする。 

・怪我等の理由で東日本選手権大会に出場が困難な場合は、日本バドミントン協会の強

化指定選手であれば、本連盟での推薦を認める。ただし、本連盟に医師の診断書及びそ

の大学の部長の嘆願書を提出し、怪我をインカレまでに完治できると第三者が判断でき

る状態の場合に限る。（それ以外の怪我をしている選手で他の大会において好成績を修め

ている場合でも、東日本大会において、ベスト６４の３３～６４位まで勝ち残らない限

り推薦の対象とはならない。） 

 

【個人戦ダブルス】 

関東学生バドミントン連盟における推薦枠数：男女各 10 ペア 

〇基準 

・東日本学生選手権大会ベスト 32 に入らなかったペアにおいて、以下の手順により決定

する。 

 ①「関東学生選手権大会 A ブロック、ベスト４以上のペア※」から優先して決定する。 

②残りの推薦枠は「東日本学生選手権大会、33～64 位のペア」、「関東学生選手権大会 B

ブロック、優勝のペア※」でインカレ決定戦を行い、決定する。 

※ 東日本学生選手権大会と異なるペアリングの場合は推薦の対象とならない。 

 

〇その他 



・日本バドミントン協会の指定する選手で、遠征等の理由で出場ができない場合、日本

バドミントン協会の公式な書類が提出できる選手は推薦の対象とする。 

・怪我等の理由で東日本選手権大会に出場が困難な場合は、日本バドミントン協会の強

化指定選手であれば、本連盟での推薦を認める。ただし、本連盟に医師の診断書及び

その大学の部長の嘆願書を提出し、怪我をインカレまでに完治できると第三者が判断

できる状態の場合に限る。（それ以外の怪我をしている選手で他の大会において好成績

を修めている場合でも、東日本大会において、ベスト６４の３３～６４位まで勝ち残

らない限り推薦の対象とはならない。） 


